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Japanese and Australian University Students Perception of Intercultural Competence: a 
Comparative Analysis 
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Japan is often said as being a closed country, which cannot ride the wave of globalization. In this paper, we conducted a 
comparative study on intercultural competence between Japanese and Australian university students. The questionnaire 
was designed to measure the formation of relationships and the potential of intercultural adjustment by assessing the 
subscale of the E-MODEL for intercultural effectiveness (Walter et al., 1995). Australian university students were found 
to have significantly higher degrees in the formation of relationships and the potential of intercultural adjustment than 
the Japanese. The factor analysis shows a big difference on the tendency to judge someone by their ethnicity as low 
anxiety of unknown people was confirmed in the first for Australian university students and of foreigners in the second 
factor for that of Japanese. 










































































































測定する IDI(Intercultural Development Inventory) 
(Hammer, et al., 2003）やICAPS (Inter-cultural adjustment 













E-MODEL for Intercultural Effectiveness）を用いる。
































































③集団主義尺度 (Yamaguchi,Kuhlman, Sugimori, 1995) 







































































































03 大体のところ、他人との関係を作 i）上げていくのが上手である一 0.713 0.024 0.018 0.143 -0.013 0.542 
13 初めて出会う相手との付き合い方には、おおむね自信を持って対応している 0.654 0.115 -0.039 0.120 0.015 0.459 
18 いつも、変化にたいへん上子に対応している 0.553 0.100 0.001 0ー.072 -0.084 0.335 
01 初めて出会った人びとの大半について、よりよく理解しようと努めている： 0.471 0ー.089 0.10:l 0.154 0.000 0.379 
10 話すときにはいつも、先手を取るようにしている 0.453 -0.033 0.075 0.243 0.100 0.311 
19 外国人などの見知らぬ人が開閉にいると、落ち着きがなくなる 0.060 0.904 0.116 0.064 0.048 0.860 
02 外国の人びとなどの見知らぬ人が周囲にいると、神経質になる： 0.124 0.699 0.097 0.102 0.057 0.532 
21 相手が率直な答え万をしなかったり、あいまいであやふやな振る舞いをしたりするのが嫌Lミである -0.065 0.105 0.838 -0.166 0.027 0.750 
20 これまで行ったことのない均所に出かけた際には、ものごとが本来あるべきようにキチンとしていないとイライラする 0.052 0.238 0.379 0.180 0.230 0.321 
12 いつも、自分のライフスタイルを変えることには抵抗している 0.061 0.060 0.001 0.424 0.028 0.189 
17 外同人などの見知らぬ人を信用するのは、一般的にいって白いことではない 0ー.052 0.145 -0.028 0.364 0.096 0.179 
06 友人との問で対立が起きたときには、それを避けようとする 0.025 0.047 0.014 0.058 0.511 0.269 
08 他人との付き合いでは、とても我慢強い 0.222 O.lll 0.032 0.081 -0.441 0.276 
22 旅frに伴うストレスやトラブルが面倒なので、今いる場所のほうが日心地がよいことが多い 0.052 0.218 -0.055 0.286 0.361 0.270 
05 他人と立l味のある会話を交わすのはむずかしいことだと思っている 0.301 0.120 0.109 0.258 0.297 0.293 
14 多くの人の集まったところで初めての人たちに出会っても、たいていはイライラしたりしない 0.306 0.194 0.100 0.330 0.002 0.267 
09 外｜王l認を勉強する必要は、まったく感じない -0.010 0.109 -0.153 0.305 0.022 0.196 
07 他人はこちらのことがよく分かるまでは、こちらを伝じようとはしないものである 0.143 0.108 0.223 0.214 0.261 0.201 
1 大体のところ、他の人ひ、とのJ包えているトラブルに共感することカZできる 0.153 0.033 0.015 0.049 -0.105 0.637 
15 l~I l王！の人びとよりも外［王lの人びとと友人になることが、 l'I1;｝にとっては大切である 0.126 0.097 0.016 0.179 0.026 0.574 
16 相下の考え方のi)J；道を知るのが、たいへん好きである 0.223 0.080 -0.141 -0.015 -0.017 0.2"12 
r1;子：；j'.ヲぬ 2.049 1.585 1.007 0.950 0.843 






















































17 外国人などの見知らぬ人を信用するのは、一般的にいって賢いことではない。 0.744 0ー.019 0.174 0ー.110 0ー.075 0.644 
16 相手の考え方の筋道を知るのが、たいへん好きである。 0.670 0.145 -0.262 -0.031 0.007 0.565 
15 自国の人びとよりも外国の人びとと友人になることが、自分にとっては大切である。 0.626 -0.010 -0.135 0.277 0.212 0.538 
1 大体のところ、他の人びとの抱えているトラブルに共感することができる。 0.574 0.217 -0.007 -0.163 -0.220 0.453 
09 外国語を勉強する必要は、まったく感じない。 0.571 0.112 0.275 0.008 0.082 0.443 
02 外国の人びとなどの見知らぬ人が周囲にいると、神経質になる。 0.543 0.199 0.431 0.405 0.109 0.696 
07 他人はこちらのことがよく分かるまでは、こちらを信じようとはしないものである。 0.476 0.281 0.185 0.220 0.106 0.401 
03 大体のところ、他人との関係を作り上げていくのが上手で、ある。 0.138 0.817 0.051 0ー.071 0ー.016 0.700 
13 初めて山会う相手との付き合い方には、おおむね自信を持って対応している 0.156 0.638 0.086 -0.139 0.000 0.569 
10 話すときにはいつも、先手を取るようにしている。 0.071 0.583 『0.027 0.002 』0.01 0.352 
01 初めて出会った人びとの大半について、よりよく理解しようと努めている。 0.166 0.560 0.016 0.023 0.116 0.380 
08 他人との付き合いでは、とても我慢強い。 0.333 0.412 0.167 0.276 4〕.315 0.486 
20 これまで行ったことのない場所に出かけた際には、ものごとが本来あるべきようにキチンとしていないとイライラする。 -0.099 -0.039 0.637 0.210 0.073 0.471 
O:'i 他人と意味のある会話を交わすのはむずかしいことだと，思っている。 0.264 0.418 0.489 0.243 -0.131 0.567 
21 十｜｜予が率直な答え方をしなかったり、あいまいであやふやな振る舞いをしたりするのが嫌いである。 -0.079 -0.048 0.272 0.632 -0.033 0.486 
22 旅行に伴うストレスやトラブルが面倒なので、今いる場所のほうが居心地がよいことが多い。 0.217 0.022 0.203 0.402 0.348 0.409 
()(j h.；人との問で対立が起きたときには、それを避けようとする。 -0.033 0.083 0.024 0.045 0.639 0.424 
19 外国人などの見知らぬ人が周囲にいると、落ち着きがなくなる。 0.260 0.301 0.290 0ー.128 0.417 0.433 
1 多くの人の集まったところで初めての人たちに出会っても、たいていはイライラしたりしない。 0ー.069 0.341 0.022 0.081 0.152 0.151 
12 いつも、自分のライフスタイルを変えることには抵抗している。 0.241 0.053 0.305 0.134 0.136 0.217 
18 いつも、変化にたいへん上手に対応している。 0.180 0.176 0.134 0.123 0.109 0.750 
［羽子寄与 3.054 2.524 1.407 1.152 1.022 















































1 大体のところ、他の人びとの抱えているトラブルに共感することが 対人関係形成力 第l因子（未知なる他者への不安のなさ）できる民
15 自国の人びとよりも外国の人びとと友人になることが、自分にと っ 対人関係形成力 第l因子 （未知なる他者への不安のなさ）ては大切であるζ
01 初めて出会った人ひ、との大半について、よりよ く珂解しよ うと努め 対人関係形成力 第1因子（社交性） 第2因子 （社交性）ている
10 話すときにはいつも、先手を取るようにしている 対人関係形成力 第1因子（社交性） 第2因子（社交性）
13 初めて出会う相手ー との付き合い方には、おおむね自信を持って対応 対人関係形成メJ 第1因子（社交性） 第2因子 l社交性）している
03 大体のところ、他人との関係を作り上げていくのが上手である 対人関係形成）J 第l因子（社交性｝ 第2[}q子 （社交性）
08 他人との付き合いでは、とても我慢強い 対人関係形成力 第5因寸乙（対立の回ifl:) 第2[};j子 （社交性）
05 他人と意味のある会話を交わすのはむずかしいことだと思っているて対人関係形成力 第21材子（社交性）、第3因寸こ（柔軟性）
21 十目千が卒荷な答えんをしなかったり、あいまいであやふやなJ振る舞 対人関係形成力 第3回－-fI暖昧さへの耐性i白＼4閃子（眼目去さへの耐性）いをしたりするのが嫌いであるご
06 友人との聞で対立が起きたときには、それを避けようとするご 対人関係形成力 第5悶子 （対立の回避） 約5閃子（対立の回避）
14 多くの人の集まったところで初めての人だちに出会っても、たいて 対人関｛系7f~fi£:;/Jいはイライラしたりしなし、 I
02 外副の人びとなどの見知らぬ人が問囲にいると、神経質になるー 文化問対応力 第21苅一壬 第lI尽了 lHnなる他？？への不安のなさ）、（外国人への不安のなさ）第3囚子 （柔軟性）、第-Ilk！子（駁｜床きへの耐性）
17 外国人なとの見知らぬ人を信l討するのは、 一般的にいってTf，当こと 文化問対応力 第41吋二ft柔軟利。） 第ll母子 （未知なる他者への不安のなさ）ではない
16 相手の考え方の筋道を匁lるのが、たいへん好きである 文化問対応力 弘ll閃子（未知なる他者への不安のなさ）
07 他人はこちらのことがよく分かるまでは、こちらを信じようとはし 文化問対応） 第1OJ寸ニ（未知！なる他者への不安のなさ）ないものである
09 外副;i/fを勉強する必要は、ま ったく！ぷじない 文化HJ対応）J 第l閃jこ（米主LIなる他者への不安のなさ）
20 これまで行ったことのない場所に山かけた際には、ものごとが木来 文化liJ対応力
第3因子 （I波1；さへの耐 第3同－f （柔軟性）
あるべきようにキチンとしていないとイライラする ↑午）
22 旅行に伴うストレスやトラフルが函ifl1Jなので、今いる均所のほうが 文化11対応力 (j,》5因子 （t.]t，：の同iltJ 白1¥4 ！すif・ ( It£昧さへの耐性）居心地がよいことが多い
19 外国人なとの見知らぬ人が周［ljにいると、洛ち治きがなくなる： え；化l対応力 第2囚1二 第5l:q了（対立の同ilt)（外凶人への不安のなさ）
18 いつも、変化にたいへん上手に対応している 文化問対応力 第11対子（社交性）
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